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新春のお慶びを申レ上げます

|ヨ年十は格別のご愛顧を賜 り厚くおネLを 申レ上げます

本年も変わらぬご支援のほど宜レくお願い申レ上げます

皆様のご掟廉とご多幸をによりお祈り申レ上げます

「
一
日
の
疲
れ
を
癒
す

く
つ
ろ
ざ
タ
イ
ム
」

Ｇ
Ｈ
で
は
帰
宅
し
て
か
ら
ほ

っ

と

一
患
つ
け
る
時
間
と
し
て
、
お

や
つ
や
飲
み
物
を
い
た
だ
く
場
面

が
あ
り
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん

は
、
こ
の
時
間
を
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
様
子
で
す
。
日
中
活

動
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

（生
産

活
動
）
で
頑
張
り
、
頑
張
り
す
ざ

て

「
あ
～
疲
れ
た
―
」
と
思

っ
て

い
る
方
も
中
に
は
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
日
中
活
動
で
頑
張

っ

た
あ
と
に
Ｇ
Ｈ
に
帰
宅
し
、
ほ
っ

と

一
患
つ
け
る
時
間
は
利
用
者
に

と

っ
て
憩
い
の
時
間
に
な

っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
ケ
ア
ホ
ー
ム
ゆ
い
」
の
皆
さ
ん つ

ケ
ア
市
Ｅ
ム
も
学
魏

は
、
と
て
も
仲
が
良
く
、
家
族
の

よ
う
な
絆
が
感
じ
ら
た
り
、
毎
日

が
女
子
会
の
よ
う
な
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
日
々
を
送

っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
が
ゆ
い
に
帰
宅
し

た
あ
と
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
は
、

今
日

一
日
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
か
、
ど
ん
な
仕
事
を
頑
張
っ

た
か
等
を
我
先
に
と
職
員
に
報

告
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
報

告
タ
イ
ム
が
終
わ
る
と
、
い
つ
の
間

に
か
職
員
そ
っ
ち
の
け
で
仲
間
同
士

で
の
お
し
ゃ
べ
リ
タ
イ
ム
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
中
に
は
聞
き
上
手
な
方

も
い
て
、
話
し
て
い
る
方
も
ど
こ
か

安
心
し
た
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
る

こ
と
が
印
象
的
で
す
。

Ｇ
Ｈ
へ
の
入
居
は
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
は
親
元
を
離
れ
た

「自
立
」
と
い
う
意
味
合
い
も
あ

る
は
ず
で
す
が
、
ゆ
い
の
皆
さ
ん

の
よ
う
に
気
心
知
れ
た
仲
間
と
の

「
共
同
生
活
」
と
い
う
側
面
も

持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。　
一
緒

に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
菓
子

を
つ
ま
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
仲

間
を
意
識
す
る
時
間

・
環
境
を

保
証
し
て
い
く
こ
と
も
私
た
ち

ケ
ア
ホ
ー
ム
も
や
い
の
職
員
の

役
割
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
Ｇ
Ｈ
の
生
活
は
生
活

の
場
を
共
に
す
る
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
先
日
も
ナ
イ
ト
ド
ラ

イ
ブ
と
称
し
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
∃

ン
を
見
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
日
中
活
動
か

ら
帰
宅
す
る
と
、
こ
の
日
は
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
に
は
目
も
く
れ
ず
、
い
つ

に
も
な
く
テ
キ
パ
キ
と
支
度
を
し
、

再
び
外
へ
。
ド
ラ
イ
ブ
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
∃
ン
、
ミ
ス
ド
で
の
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
）

何
が

一
番
楽
し
か
っ
た

か
は
本
人
の
み
ぞ
知
る
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
本
人
た
ち

が
選
ん
だ
写
真
で
バ
レ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
…

（汗
）

今
後
も
職
員
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ

て
Ｇ
Ｈ
が
安
心
で
き
る
場
で
あ
り
、

自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
場
で
あ
り
、

そ
し
て
仲
間
が
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
る
場
で
い
ら
れ
る
よ
う
配
慮
を
忘

れ
ず
に
利
用
者
の
Ｇ
Ｈ
生
活
を
支
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
⑤

〔1〕
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は「インクルーシブ教育」について、現在当法人内の放課後等デイサービスを利用されている利用者ご家族に、アンケー

i特別支援学校や千葉大付属特別支援学校に在籍されているご家族です。皆様のお声をご紹介させて頂きます。

輸‡惨畿移筵。その華‡こ褥る 野籍藤罐蔓鑢な機や彎簿壕爾擾攣畿轍麿
`、

鐘書の魃繹予鍾
'も
を豫鼈寧は数■システムを農鷹し、

}甕きください。

きやすい世の中にはならないかもしれないとも思

う。また、もし分離を廃止するのであれば、健常

者も障害者もお互いが困らない環境や人員配置が

整っていないと難しいと思う。

・個別に判断したほうがいいと思うので、「分離を

廃止する」だけになると困る。現場の混乱、当事

者の困り事が増えるのではないかと懸念がある。

。実際の受け入れ態勢は難しいと思う。障害にも種類、

程度があるので、ひとくくりに考えるべきではない。

・障がい (他にも国籍や性別等)の有無に関わらず双
方が刺激し合える事、それが成長につながるのであ

ればとても素晴らしいと思います。ただ、我が子の

ような重度の知的がある子供が、周りとうまくやっ

ていけるか、受け入れてくれるか、迷惑をかけない

かと親として不安というのは、正直な気持ちです。

・インクルーシブ教育が息子の就学等に導入されて

いたら、良かったと思いました。教育員会は、就

学先は親が決定して良いとのことでしたが、実際

は支援学級の先生が、発語やオムツを理由に受け

入れに難色を示しました。特別支援学校で、先生

方に手厚く支援していただくのも成長ですが、同

い年の健常のお子さんから学ぶことも多くあると

思うので、インクルーシフ教育に移行すること

は、賛成です。

。障害の程度によるかもしれないが、難しいと思う。

廃止し、移行というのは厳しいと感じる。

0他害がある子はどうしても、他の子に迷惑をかけ

てしまうので、分離は続けてほしいと思う。障害

のある子供への支援が手薄になるだろうと思う。

・場面によっては素晴らしいと思いますが、能力の

差が大きすぎる子供はなかなか難しい場面が多い

と思います。なので今の小中のような美術だけ音

楽だけ一緒に学ぶというやりかたはおりまぜた方

がいいかなと思います。

・分離する教育システムがあるから障害のある子ど

もは安心して学べるのではと感じました。

・インクルーシブ教育へ移行する為の教員等の教育、

環境が整えられるのか不安しかない。

0分離する教育システム廃上に反対です。個性を尊

重し合うことは大切ですが、同じ場で共に学ぶこ

とは、重度の障害がある子供には引き合わない。

略 :八千特 (八千代特別支援学校)、
千大特 (千葉大付属特別支援学校)

１１
月
１５
日
土
曜

日
に
、
地
域
と
の

共
生
を
目
的
と
し

て
第
２４
回
グ
リ
ー

ン
フ
ェ
ス
を
開
催

し
ま
し
た
。
昨
年

に
続
き
、
緑
が
丘

西
自
治
会

・
近
隣

の
福
祉
施
設

・
近

隣
小
学
校
の
親
の

会
等

の
協
力

の

下
、
利
用
者
と
地

域
の
方
が
直
接
関

わ
り
、
互
い
の
理

解

が
自

然

に
深

ま
る
場
に
な
る
よ

う
、
準
備
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

開
催
に
向
け
た

利
用
者
の
様
子
に
は
、
い
つ
も
の
行
事
と
は
違
う

〃前
向
き
な

熱
〃
が
あ
り
ま
し
た
。
準
備
の
段
階
か
ら
、
「
フ
ェ
ス
に
向
け

て
が
ん
ば
る
ぞ
！
」
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
作
業
を
す
る

手
が
ど
ん
ど
ん
早
く
な
っ
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
普

段
は
作
業
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
難
し
い
利
用
者
も
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
は
特
別
な
想
い
を
感
じ
て
お
り
、
「準

備
、
頑
張
る
か
ら
お
客
さ
ん
、
た
く
さ
ん
来
て
ほ
し
い
」
と
自

分
か
ら
当
日
に
向
け
た
期
待
を
寄
せ
る
言
葉
が
出
る
ほ
ど
、
イ

ベ
ン
ト
に
か
け
る
熱
い
想
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
に

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
は
、
大
き
な
存
在
で

″誰
か
の
た
め
に
側
楽
〃

教育現場への願いもありながら、ご家族

としての複雑な思いもありました。皆様、

率直なご意見をお書き頂いたことに感謝い

たします。まだまだたくさんアンケー トに

ご回答頂いています。続きは次号でご紹介

させて頂きます。

第
２４
ロ
グ
ι
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2024年 度から特集してきた「共生」ですが、最後の「教育編」になります。今回
卜にお答え頂きました。市内小学校の支援級に在籍されている方のご家族、八千引

① 日本政府は2022年 9月 に国連の障害者権利委員会から勧告 (総括所見)を
|

インクルーシブ教育へ移行すること。」をお聞きし、率直なご意見・ご感想を凛

。子供によっての発達の違いも大きく―括りにする

事に少しムリがあるように思いました。

・すべての子どもが平等な教育を受けるなどの理念は

すばらしいと思うが、現実的ではない気もする。

。いい事かなと思います。が、何か トラブルがあった

場合少し心配です。

・非常にむずかしい問題だと思います。コミュニケ

ーシ∃ンがむずかしいので、言葉ではなく手がでる

子もいるし、お世話係みたいな子がでてしまうと申

し訳なさを感じます。また親の精神的にもなかなか

理解されなかったときや、子どもたちを比較してし

まうことも多いのではないかと思います。

0障害が重い子には厳しいと思う。支援 して下さる
先生方のスキル (言い方はよくないですが)だ っ
たり、登校は親の付き添いが必須になると思うの

ですが、ヘルバーさんの支援も手薄な中、負担増

のイメージ。自治体格差かもしれませんが八千代

市では無理かなと。

・仕事で小 0中学校に勤務していましたが、分離す
るからこそ効果的にできる教育が絶対にあると思っ

ているので、画一的にインクルーシブ教育へ、とい

うのは現状に合っていないと思いました。インク

ル下シブ教育ができれば素敵ですが、そのための人

材や環境が今の学校では用意するのが難しいと思い

ます。特別支援学校で色々な学習をしている子ども

を見て、支援学校で良かったと思っています。

・健常児と障害のある子どもを分離することが全て

(100%)悪 だとは思えない。障害がある子ど
もがおだやかに過ごせる環境であれば分離 しなく

ても良いとは思うが、一般の学校 (普通級)では
難しい子どももいるのが現実だと思います。

◆良い部分もあるとは思いますが、障害のある子た

ち全員がインクルーシブ教育が適しているとは正

直思わないです。交流はあってほしいですが、将

来的な自立を考えると分離して教育することの方

が適している子もいると思います。

・将来的に諸外国のようにインクルーシブ教育に移

行するのはよいが、日本の現在のハー ド面、ソフ

ト面＼人材不足面などを統合して考えると＼難し

いと思うので、現状のままでよい。また＼移行し

たとしても選択できることが好ましいと考える。

・私自身 (息子)の経験から、「中途半端なインクルー
シブはかえって分断を生む」と思っているので、安

易に考えてはいけないと思います。

・共生がなければ、障害者への理解はすすむことは

ないので、子どもが生まれる前から当たり前になっ

ていればよかったのに、とずっと思っていました。

・特別支援学校に通っているが、とても有難い環境で

教育を受けられているので、分離廃止の必要性は

感じない。ただ、分離を続けると、健常の人には

障害者のことを―生理解してもらえないと思う

し、理解が進まなければ、障害者とその家族が生

を
強
く
実
感
で
き
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。
当
日
、
体
験
や
販
売
に
立
つ
利
用
者
は
、
最
初
こ
そ
緊
張

し
た
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
地
域
の
方
が
製
品
や
体
験
を

通
し
、
挨
拶
や

「あ
り
が
と
う
」
の
声
を
か
け
て
く
れ
る
事
で

次
第
に
表
情
が
ほ
ぐ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
は

利
用
者
自
ら
か
ら
笑
顔
で

「ど
う
ぞ
」
と
案
内
す
る
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
友
愛
み
ど
り
園
ら
し
さ
が
溢
れ
る
時

間
が
あ
り
、
地
域
と
利
用
者
が
、
自
然
に
混
ざ
り
合
う
瞬
間
を

み
る
こ
と
が
て
き
ま
し
た
。

来
場
者
は
昨
年
よ
り
少
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

「昨
年
が
楽
し
か

っ
た
の
で
、
今
年
も
来
ま
し
た
―
」
と
い

う
声
を
頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
近
年
新
し
い
地
域
住
民
が

増
え
て
い
る
状
況
の
中
で
、
″ま
た
来
た
い
″
と
思
っ
て
も

ら
え
た
こ
と
は
、
単
に
イ
ベ
ン
ト
が
楽
し
か
っ
た
と
い
う
こ

と
以
上
に
、
施
設
に
対
し
て
関
心
や
信
頼
が
育
ち
始
め
て
い

る
証
拠
だ
と
実
感
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
振
り
返
っ
て
強
く
思
う
事
は
、
来
場
者

の
数
だ
け
で
は
測
れ
な
い

〃関
係
性
の
深
ま
り
″
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
利
用
者
が
地
域
の
人
と
同
じ
場
に

立
ち
、
役
割
を
担
い
、
感
謝
さ
れ
る
経
験
の
積
み
重
ね
が
＼
地

域
の
中
に

「
と
も
に
生
き
る
」
感
覚
を
ゆ
っ
く
り
と
育
て
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ

か
け
に
地
域
の
中
で
友
愛
み
ど
り
園
が
当
た
り
前
の
存
在
と
な

る
こ
と
で
、
利
用
者
も
地
域
の
方
も
共
に
見
守
る
関
係
が
生
ま

れ
、

「互
い
に
支
え
合
う
関
係
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
事
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
利
用
者
の
変
化
と
地
域
と
の
信
頼
関

係
の
芽
生
え
を
感
じ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
目
指
す

共
生
は
、　
一
度
の
大
き
な
成
功
で
は
な
く
、
小
さ
な
出
会
い
と
理

解
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
開
か
れ
、
地
域
の

一
部
と
し
て
認
め
ら
れ

る
施
設
を
目
指
し
、
利
用
者
と
地
域
の
方
が
自
然
に
混
ざ
り
合
え

る
場
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
（冊
）



くゆう鼈ぶちねつと わたしたち1こもできること 環境の事
今回の「環境のことを考える」「私たちにできることは ?」 をテーマに八千代市で里山保全活動を行って

いる「里山ロック隊」の佐々木博幸さんに活動内容などをご紹介して頂きました。活動の様子を取り上げて

いくことで今後私たちにできることは何かを考えていくきっかけになればと思います。

社会福祉法人 八千代翼友福社会 広報誌 〔4〕
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八千代市では、市主催で「里山楽校」という講習会を開いており、その

平成28年度第 6期生を中心に発足したのが「里山ロック隊」です。毎月 2

回、約10人が集まって作業を行っており、担当している里山は島田台にあ

り、草地の平地、樹木林の台地、竹林の窪地と変化に富んでいます。

その里山の作業は、適正と思われる里山の状態にする為に竹の間伐、道路に

はみ出した竹の伐採、樹木林に侵入している竹の伐採、枯れた樹木の伐採、草

刈り等を行っています。作業することで景観が良くなり、陽が地面に届くこと

で、「さんらん」や「ざんらん」などのかわいい花が咲いています。

伐採した竹は、チッフ、バイオ炭、フェンス等に利用しています。チップは、歩さやすい様に里山内の通

路に敷き詰めたり、防車の為に小学校の校庭の一部に敷き詰めています。ノヽイオ炭は、底が抜けたお椀の様

な形をした炭化器の中に伐採した竹を入れて燃やし、炎が出なくなった時点で水をかけて消して作ります。

バイオ炭は、土壌改良材として使えますので、文田の土に混ぜ込み野菜を育てることができます。また、八千

代台駅周辺のばらから出た剪定枝をバイオ炭にして、元の花壇にばら苗を植える時に使用しました。

竹を燃やせば、二酸化炭素が出ますが、バイオ炭にして炭素の塊の状態で土壌に入れることで、二酸化炭

素の発生が少なくなり、温暖化対策になると思います。

伐採した竹を使って里山周辺にフェンスを作ることで見た目が良くなり、作業が終わった竹林や樹木林は

すっきりし、竹や樹木が生き生きと育っている感じがします。そして、整備された場所に花が咲いているの

を見つけるとうれしいですね。

さらにロック隊のメンバーは、特技を生かしてロック隊の看板、チーバくん、 トトロ、やっちのパネルを作っ
て置いています。普段使っているテーブル、椅子、新しい倉庫も手作りです。年末には門松作りが恒例です。

やりたい事を皆さんと協調しできることから始め、無理をしない、無理をさせないことで、やりがいが生

まれ、楽しい活動と仲間になっていきます。できることを少しずつでも積み重ねることで、少しでも環境が

良くなり、温暖化対策になっていると思うとうれしいです。         里山ロック隊 佐々本博幸

「できることを少 しずつでも積み重ねる」という佐々木さんの言葉がとても印象に残 りました。環境を考

えていくことに近道はなく、日々一人一人ができることの積み重ねによって今よりもっとよい環境を将来に

残せるのではないでしょうか。例えばごみなど落ちているのを気づいたときに拾って捨てるという何気ない

ことでも将来の環境に繋がるのではないかと思います。今後も環境のため私たちにできることを考えていく

ことが大切だと思いました。                        |1111Э
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